我が 人生観 

(六) 日大 ギャング 

坂 口 安吾 



で、 精 一 パイであった。 

しかし、 今日は ギリ ギリで あるから、 どうしても 机 

に 向かわなければ ならない が、 なんとなく 思考力が キ 

マラない ので ある。 そして、 持続力がない。 注意力が 

サン マンで ある。 胃の 方に 重点の 何分の 一 かが 常に 

残って いて、 全部 を 頭に 集中し つくした 統一 感に ひた 

る 時間が 乏しい ので ある。 仕方がな いから、 ねころん 

で 考える。 又、 机に 向う。 同じ こと をく りかえ して、 

時間 を 費して しまった。 

今日の 夕刊 読売に、 山際 (日大 運転手。 百 九十 万円 

強奪 犯人) の 獄中 手記と いうの が 載って いた。 それ を 



読んで、 ふと 感想が あつたので、 それ を 書く ことにし 

ま ^9 

獄中の 手記 は 全文で はない。 むろん 当人に 会った わ 

けで はなく、 私が 山際 某に ついて 知ってい るの は、 新 

聞の 報道 だけ だ。 まだ 捕縛され たばかり だから、 彼に 

関する 報道 はま つ たく ジャ— ナ リズ ム の紋切 型の 観察 

や 断定 だけで、 彼の 個性 を 伝えて いると 思われる もの 

はない。 こういう 際物に ついて 不足な 資料で 感想 をの 

べるの は 好ましい と は 思わない が、 目下の 私の 状態で 

は、 ふと 気がついた 感想 以上に、 思考力 を まとめる こ 

とがで きないから、 仕方がない。 



「世間から 色々 と 取沙汰 されて 居る 様に、 僕 等の 世代 

ゼネレ ー シ ヨンと 云う もの は 「アブレ ゲ— ル」 俗に 云 

う 戦後派で すが、 今度の 犯行に 関し 僕 等が 特別 アブレ 

的だった と 見られる の は 不愉快です」 (原文の まま) 

手記の 書き だしで ある。 私のと ころへ 原稿 を 送って 

よこしたり、 手紙で 弟子入り を 申込んで くるう ちで、 

箸に も 棒に も かからな いという 低能に 限って、 これと 

同じような 文章 を かくの が 普通で ある。 つまり、 自分 



を 単純な 戦後派と 見ないで くれ、 自分 はもつ と 独自な 

苦悩して いる 人間 だと いう こと を 前書きして いるので 

ある。 

もっとも、 こう 思って いるの は 低能に 限らない。 た 

だ 利 巧者 はこん な こと を 書かない し、 書いても、 書き 

方が バカ らしくない 様式 をと とのえ ている だけの 相違 

力ち 知. W な レ 

しかし、 彼が 戦後派 特有の 犯罪者 だとい うの は 

ジャ— ナ リズム 一般の 通説で、 言い合し たように、 彼 

らが何 を 考えて いるか 見当が つかない とこ ぼして いる _ 

しかし 帝 銀 事件の 犯人と、 この 犯人と、 どっちが 戦後 



という もの は メッタ にない。 しかし、 その チャンス を 

全然つ かむべく 頭 も 手足 も 満足に 廻転し ない 三人 づれ 

は、 世代 を 超越して フシ ギ である。 山際に 輪 を かけて、 

珍奇な ウス ノロで ある。 私に は 三人の 旦那 方の 心事の 

方が 特ダネ 的に 見える ので ある。 

手記 をのせ た 新聞の ミダシ に は 「恋をする にも ゲル 

(注、 金の こと)」 と、 アブレ 思想の 一端 を テキ ハツし 

たような 扱い方で あるが、 手記の 方 は 次の ような もの 

である。 

「(前略) 今の 社会 を 見る と 若い 世代が 夢み る 人生と 

(夢み ると いっても 決して 童話 的な もので なく) いう 



ものが 如何に 多くの ギャップ、 ムジ ュ ンを はらんで い 

るか、 少し 考え 過ぎる と 厭世的になる の も 無理 はない 

と 思います。 つまり 余りに も 物質的で あると 云う ので 

しょうか、 幾ら ロマンチスト 的に 世 を 見ても 所 せん 砂 

上の 空中楼閣で、 最後 は リア リス 的になる のです。 所 

詮 時代の 流れに 抗 しても それ ははかない 努力で あり 徒 

労で あると 思う。 僕 等 は 恋愛す る の でも 始めは ゲ ー テ 

の 若き ゥェ ルテルの 悩み を 経て 詩的から だんだん リア 

リス ティに 終始す る 様になる と 云う 事 も 言える でしよ 

う。 極言 すれば ゲル (注、 金の 意味) が 無ければ 恋愛 

も 出来ない という ムジ ュ ンに 満ちた 事に なりそう です _ 



確かに 僕 等の 考えの 根源 を 大人 は 理解して 居ない。 極 

く 単純に ギヤ バ族 とか アブレと か 一 口に 言って 片 づけ 

る 筋合の 物で はない と 思う (後略)」 (原文の まま) 

この 文章の 要点 を飜 訳す ると、 若い 者が 今 の 社会 に 

夢 を もっても、 社会の 方が 余りに 物質的で あるから、 

ロマンチックな 夢 はく ずれ、 リア リス チックに なら ざ 

る を 得ない。 時代に 抗 しても はかない 努力で 徒労で あ 

る。 僕ら は 恋愛の 始めに 若き ゥ エルテルの 如く 詩的で 

あり、 悩んで いるが、 だんだん リアリストになる よう 

である。 ァゲク に は 金がなければ 恋愛が できない よう 

な、 始めの 志に くらべれば 思い も よらぬ ムジュ ン にみ 



ル フレンド を 持ち、 リ— ベと よべる 仲に なった こと も 

あります。 しかし ぼく は 内省して 見る と 考える事 は大 

人び た 事 を 考えても 所 せん 体形 (系) づ けられた 行動 

は 矢張り 子供の 域 を 脱し 得なかった のです」 (傍点 筆 

者) 

平々 凡々 たる 家庭に 育った、 という こと を 述べる に 

特に 「他人から 見れば」 とこと わって あるの が 注目に 

価す る。 この 手記 全体から もうかが える が、 彼 は、 自 

分の 主観と、 他人が 見た 場合との ケジ メが大 そう ハツ 

キリして おり、 彼の 考えば いつも 一応 そこに こだわる 

ので ある。 つまり 彼の 人生で は、 人が 自分 を どう 見る 



ど 引返して 僕達の 仲 を 説明し 理解と 協力 を あおごうと 

思い ましたが、 余リ にも 自分の した ことの 罪悪感に か 

られ、 二度と 彼女の 父の 顔 を 見る 勇気が 出なかった の 

です。 (中略) 彼女の 父の 出方が 僕 は 一 番 心配でした。 

そうして その 夜 彼女と 逢った 時 は 彼女の 口から 一 番怖 

れ ている ことが 表れました。 と 云う の は 彼女の 父が 世 

の 中の 男と 云う もの は 云々 で 正に 浮薄の 徒と 見られて 

いるら しい 僕の 立場が 判りました。 それ は 若い 男の 心 

の プライド を 傷け るに は 十分な 四十 男の 世の 見方で し 

た。 多少 彼女の 主観 も 入って 居た かも 知れません。 そ 

うして 僕達 は 互の 心 を 探り合いました。 二人の 気持 は 



山際が 手記の 中で 佐 文との 恋愛 をのべ ている 言葉と、 

佐 文が 二人の 愛情 を 告白して いる 言葉と は、 面白い 対 

照 をな している。 

「左 文に 逢った の も トラブルが 起きた の も 偶然 だ つ た 

と 思える 様な 気がします。 しかし 斯うい うこと は 変に 

小説め くので すが、 確かに 僕と 彼女 は 何 か 宿命的な 因 

縁と 云おう か、 始めて 逢った 時で も 他人の ような 気が 

しなかった のです。 そうして 僕と 彼女 は 幾何学 的 数 

(？) に 発展して いったの です」 

彼 は 恋人 佐 文の 字 を まちがえ ている。 つまり 彼 は 

「宿命的」 な 女に 対して、 手紙 を 書く ような ことが 一 度 



り、 しかも 始めから 犯罪者 は 僕 だとい うこと が判リ 

切って いると、 その 時の 僕の 心の 悶え、 苦しみ、 女と 

自分の 立場の 板ば さみ、 理性的に なれば なるほど、 心 

の 中 は 苦しく 現在 彼女の 苦境 は 所詮 僕の 罪で あると 考 

えがき まると、 どう すれば よい か 判ら なくなり ました- 

所詮 人間と して 僕が 弱かった のです。 愛情の 生かし 方 

に 難点が あつたの です」 

犯罪に 至る 原因の 一 つと して 「現実的な 見方で 見る 

と、 たとえ 二人が 共 かせぎしても、 ちょ ッと 生活の 安 

定は 保つ 自信 はない」 と 言って いるの が、 今日的で あ 

る。 
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